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研究概要 

海底熱水系での化学反応をモデルとした実験を，(1) オートクレーブ，および (2) 熱水フ
ローリアクターを用いて行う。反応の例としては，(i) アミノ酸等のモノマーの合成実験，
(ii) アミノ酸などの重合および分解を調べる実験，(iii) アミノ酸などから細胞状の構造体
をつくる実験，などである。 
 
分析手法 

1. アミノ酸分析 

イオン交換 HPLC—ポストカラム誘導体化—蛍光検出による方法がメインであるが，プレ
カラム誘導体化—逆相 HPLC—蛍光検出法や，GC/MS法などの利用も可能である。 
２．構造体分析 
電子顕微鏡(SEM, TEM)を用いるが，蛍光顕微鏡の併用も可能である。 
 
コラボレーションの提案例 

種々の生体関連有機物（微生物やその培養液を含む）の高温・高圧下の変性過程を調べ，

実際の海底熱水系において検出される有機物との比較を行う。 
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